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改訂履歴 

改訂記号  改訂日   備考    Ver. 

BBSM001J-01  2025/02/17  初版作成   1.2.0 

BBSM001J-02  2025/03/31  誤記修正 

BBSM001J-03  2025/04/08  スクリプトファイル名変更 

  



目的 

測定結果をネットワーク上の端末(PC、タブレット)から閲覧できるようにすること。 

  



ハードウェア構成 

試験機PC(Web サーバーとしての役割も担います。) 

OS : Windows 10 64bit、Windows 11 

[必須]RS232 シリアルポート(試験機との接続用、USB-RS232 変換器での代用も可能) 

[必須]LAN、またはWiFi 

 

 閲覧用端末 

  OS: Windows 全般、Android、iOS 

  [必須]LAN、またはWiFi 

  



必須インストールソフトとセットアップ手順 

 試験機PC(Web サーバーとしての役割も担います。) 

*XAMPP Apache(オープンソースWeb サーバーソフトウェア)のインストール 

 インストール CD内のインストーラーを使用しインストールする。 

 

*試験機プログラム 

メニューの【掲示板】→【掲示板ソフトウェアを使用する】をチェックする。 

 

*測定結果掲示板ソフトウェア 

インストール CD 内のバッチファイルを実行すると、サーバー等の設定が自動で行われます。 

 

*Microsoft Edge、または Google Chrome等のブラウザ 

 

 閲覧用PC 

  *Microsoft Edge、または Google Chrome等のブラウザ 

  



動作原理と流れ 

① 試験機のプログラムと測定結果掲示板ソフトウェアを起動する。 

② 試験機プログラムにて測定条件(コンパウンド名)の設定→試料投入→測定開始する。 

③ 測定終了後、試験機プログラムが C ドライブ内のWeb サーバーのフォルダのファイルに測定結果を書込む。 

④ 試験機 PC内の測定結果掲示板ソフトウェアが、Web サーバーのフォルダのファイルの更新を監視し、測定結果掲

示板ソフトウェアの画面を更新する。 

⑤ 閲覧用 PC のブラウザのアドレスバーに試験機 PC の IP アドレスを入力すると、試験機 PC のWeb サーバー機能

により試験機 PC から閲覧用 PC に測定結果掲示板ソフトウェアの画面が転送される。(以後、掲示板ソフトウェア

画面は自動的に更新されます。) 

 

  



画面の説明 

メイン画面 

試料の状態(測定中・OK/NG判定)、測定結果、およびメモが表示されます。 

 

 

機能 

 *画面移動ボタン 

  測定結果、メモ画面へ移動します。 

  



測定結果 

測定結果リストが表示されます。 

 

機能 

 *フィルタ 

  測定結果を測定条件(コンパウンド名)、および日付でフィルタします。 

 

 *ダウンロード 

  表示されている測定結果がファイル出力されます。(CSV形式) 

 

 *Image ボタン 

  試験機プログラムの測定終了時の画像が表示されます。(PNG形式) 

   

 *File ボタン 

  測定結果のプロット等がファイル出力されます。(CSV 形式) 

   

*コメントボタン 

  測定結果のコメントが表示/編集画面が表示されます。 



メモ 

メモ画面が表示されます。 

 

 

機能 

 *追加ボタン 

  メモの追加画面が表示されます。 

 

 *編集/削除ボタン 

  メモの削除画面が表示されます。 

  



メモ/コメントの追加/編集 

ドロップダウンリストからの文言選択、またはテキストボックスへの直接入力によりメモ/コメントの登録できます。 

 

 

機能 

 *テンプレートを編集するン 

  テンプレート(ドロップダウンリスト)の編集画面が表示されます。 

 

 

 

  



ネットワーク上の PC での測定結果掲示板ソフトウェア表示方法 

① 試験機 PC で測定結果掲示板ソフトウェアを起動してください。 

② 測定結果掲示板ソフトウェア上部に IP アドレスが表示されるので、メモしてください。 

 

 

③ ネットワーク上の PC にてMicrosoft Edge、Google Chrome 等のブラウザを起動してください。 

④ アドレスバーに IP アドレスを入力後、ENTER キーを入力してください。測定結果掲示板ソフトウェアが表示されま

す。 

 

  



技術情報 

XAMPP Apache Web サーバー設定 

(デフォルト設定からの加筆・修正点/C:\xampp\apache\conf\httpd.conf より抜粋) 

…. 

#proxy_http_module モジュールを有効化 

LoadModule proxy_http_module modules/mod_proxy_http.so 

…. 

#VirtualHost を加筆 

Listen 80 

# HTTP用の VirtualHost 設定 

# ポート 80 でのリクエストをローカルの ASP.NET Core アプリケーションのポート 5000 に転送 

<VirtualHost *:80> 

    ProxyPreserveHost On 

    ProxyPass / http://localhost:5000/ 

    ProxyPassReverse / http://localhost:5000/ 

    ServerName localhost 

</VirtualHost> 

 

#Listen 80 

# HTTPS 用の VirtualHost 設定 

# ポート 443 でのリクエストをローカルの ASP.NET Core アプリケーションのポート 5001 に転送 

# SSL の設定は現在コメントアウトされており、有効化するにはコメントを解除する必要がある 

<VirtualHost *:443> 

    #ProxyPreserveHost On 

    #ProxyPass / https://localhost:5001/ 

    #ProxyPassReverse / https://localhost:5001/ 

    #ServerName localhost 

 

    # SSL を有効化 (コメントアウトされているので、SSL は無効) 

    #SSLEngine on 

 

    # サーバー証明書の指定 (SSL が無効なので、これらもコメントアウトされている) 

    # PEM形式の証明書ファイルを指す 

    #SSLCertificateFile "conf/ssl.crt/server.crt" 

 

    # 私的鍵の指定 (SSL が無効なので、これもコメントアウトされている) 



    # 証明書とは別にキーファイルがある場合に指定 

    #SSLCertificateKeyFile "conf/ssl.key/server.key" 

 

    # CA 証明書の指定（クライアント認証用）(SSL が無効なので、これらもコメントアウトされている) 

    #SSLCARevocationPath "conf/ssl.crt" 

    #SSLCARevocationFile "conf/ssl.crt/ca-bundle.crt" 

 

    # 証明書失効リスト（CRL）(SSL が無効なので、これらもコメントアウトされている) 

    #SSLCARevocationPath "conf/ssl.crl" 

    #SSLCARevocationFile "conf/ssl.crl/ca-bundle.crl" 

    #SSLVerifyClient require 

    #SSLVerifyDepth 10 

</VirtualHost> 

 

測定結果掲示板起動ソフトウェア(BulletinBoardStart.bat) 

@echo off 

 

REM BulletinBoardStart.bat 

REM *** スクリプトの改定情報 *** 

REM 改定番号: 1.10 

REM 改定日: 2025 年 4月 8日 

 

REM 通信モードの設定 (0: HTTP, 1: HTTPS(SSL 証明書必要)) 

set COMMUNICATION_MODE=0 

 

REM ポート番号の変数を宣言 

REM 下 記 の ポ ー ト 番 号  (HTTP_PORT, HTTPS_PORT) は 、

C:\xampp\apache\conf\httpd.conf ファイル内の 

REM <VirtualHost> セクションで指定されている Apache の設定と一致させる必要があります。 

set HTTP_PORT=5000 

set HTTPS_PORT=5001 

 

REM 配布方法の自動判別（0: 自己完結型、1: フレームワーク依存型） 

set DEPLOYMENT_TYPE=0 

set SCRIPT_DIR=%~dp0 

set PROJECT_ROOT=%SCRIPT_DIR%..\.. 

if exist "%PROJECT_ROOT%\runtimes\" ( 



    set DEPLOYMENT_TYPE=1 

) else ( 

    set DEPLOYMENT_TYPE=0 

) 

 

echo. 

REM 通信モードに基づいた URL の設定 

if %COMMUNICATION_MODE%==0 ( 

    echo HTTP モード[非暗号化通信]選択中 

    echo 使用ポート番号: %HTTP_PORT% 

    set ASPNETCORE_URLS=http://localhost:%HTTP_PORT% 

) else ( 

    echo HTTPS モード[暗号化通信]選択中 

    echo 使用ポート番号: %HTTPS_PORT% 

    set ASPNETCORE_URLS=https://localhost:%HTTPS_PORT% 

) 

echo. 

echo. 

echo. 

 

REM XAMPP Apache HTTP Server のインストールを確認 

set INSTALL_OK=1 

 

echo システム要件 1: この測定結果掲示板ソフトウェアは Web サーバーとして XAMPP Apache HTTP 

Server のインストールが必要です。只今インストールされているか判定しています。 

set APACHE_PATH=C:\xampp\apache\bin\httpd.exe 

if not exist "%APACHE_PATH%" ( 

    echo 判定 : NG / XAMPP Apache HTTP Server をインストールしてください。 

    echo. 

    pause 

    start https://www.apachefriends.org/jp/index.html 

    set INSTALL_OK=0 

) else ( 

    echo 判定 : OK / XAMPP Apache HTTP Server はインストールされています。 

) 

echo. 

echo. 

echo. 



if %INSTALL_OK% neq 1 ( 

    echo PC の再起動後、測定結果掲示板アプリを再起動してください。 

    pause 

    goto end 

) 

 

REM XAMPP Apache HTTP Server が既に実行中かどうかを確認する 

tasklist /FI "IMAGENAME eq httpd.exe" 2>NUL | find /I /N "httpd.exe">NUL 

if "%ERRORLEVEL%"=="0" ( 

    echo XAMPP Apache サーバーは既に稼働しています。 

) else ( 

    REM XAMPP Apache HTTP Server が稼働していない場合、バックグラウンドで起動する 

    start /b "" "C:\xampp\apache\bin\httpd.exe" 

    echo XAMPP Apache HTTP Server を稼働させました。 

) 

echo. 

echo. 

echo. 

 

echo XAMPP Apache HTTP Server について 

echo - "C:\xampp\apache\conf\httpd.conf"が XAMPP Apache HTTP Server の設定ファイル

です。メモ帳での編集が可能です。 

echo - 設定ファイル下部にある^<VirtualHost^> セクションでは、 

echo   ポート番号やドメインに基づくリクエストの処理設定が行われています。 

echo   このバッチファイルのポート番号と一致させてください。 

echo - 現在このバッチファイルに設定されているポート番号[HTTP_PORT,HTTPS_PORT]は次のとおりで

す: 

echo   HTTP ポート: %HTTP_PORT% 

echo   HTTPS ポート: %HTTPS_PORT% 

echo. 

echo. 

echo. 

 

REM htdocs に移動 

cd /d C:\xampp\htdocs 

 

REM .NET プロジェクトをバックグラウンドで実行 

if %DEPLOYMENT_TYPE%==0 ( 



    REM 自己完結型の場合 

    echo 自己完結型でアプリケーションを起動します。 

    start /b "" "BLSvr_BulletinBoard.exe" 

) else ( 

    REM フレームワーク依存型の場合 

    echo フレームワーク依存型でアプリケーションを起動します。 

    start /b "" cmd /c dotnet BLSvr_BulletinBoard.dll 

) 

 

REM 10 秒間の待機 

echo 初期化中(約 10 秒間)。 

echo. 

echo. 

echo. 

echo [注意事項] 

echo このコマンドプロンプトは測定結果掲示板ソフトウェアが稼動している間、開いた状態を維持してください。 

echo このウィンドウを閉じますと、測定結果掲示板ソフトウェアも同時に終了します。 

echo. 

echo. 

echo. 

 

timeout /t 10 /nobreak > NUL 

 

REM ブラウザを開く 

if %COMMUNICATION_MODE%==0 ( 

    start /b "" "http://localhost:%HTTP_PORT%" 

) else ( 

    start /b "" "https://localhost:%HTTPS_PORT%" 

) 

:end 


